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『国際教育』第3号 （千葉大学国際教育センター紀要：2010年3月）
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［繍集後記〕

woo際教宵Ji土、 2006年4月に発走した千線大学冨際教育センターの研究紀饗である。
国際教育センターの歴史は、 1991年に設立された僅学生センターに始まる。との髄学生

センターは、 2004午に外壁器官ンターと合詳し、間際教青開発センターとなった。しかし、

2006部からは、館学生教育など、を主iこ担う部局としての国際教育センターと、外国語教育

などを主に担う蔀男としての言語教育センターに分かれ、再出発することになった。

国際教育センタ一昨現在、留学生に対する器本語教育、野本事情教育〈田本入学生との

混荘授業）、生活支援・相続業務、留学生と日本入学生・地域社会との交流エコーディネイト、

定期留苧生の受け入れや教育のごコーディネイト、梅外協定校への日本入学生涼遣などの業

務を控っている。留学生センタ…時代に比べると、日本入学生をふくむ盟際交流教育にも

積極的に取り組むなど、業務範臨が拡大し、新たな紀要の題名とした？間際教育Jの名に
かなう方向へと夢み続けているc

第3号となる本紀要iこは、センター教員や非常勤講師などによる 5本の論文を掲載する。

今後も、本紀要には研究論文・実践報告などを讃次掲載していく予症なので、各｛立の思聞

なきご意見・ご批判をお寄せいただきたい。
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